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█ 

組
合
概
要
や
主
事
業
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

（
藤
村
氏
）

　
当
組
合
は
、
備
前
地
域
で「
浄
化
槽
の
点
検
」や「
廃
棄
物
の
収
集

運
搬
」を
行
う
5
事
業
者
が
組
合
員
と
な
り
、
令
和
2
年
に
設
立
し

ま
し
た
。
主
な
事
業
と
し
て
、
備
前
市
に
お
け
る「
下
水
浄
化
施
設

の
維
持
管
理
」や「
資
源
化
物
の
回
収
」と
い
っ
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

共
同
受
注
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
松
本
氏
）

　
下
水
浄
化
施
設
の
維
持
管
理
業
務
で
は
、
市
と
組
合
が
契
約
を

結
び
、
各
組
合
員
が
そ
れ
ぞ
れ
受
け
持
っ
た
施
設
で
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
以
前
か
ら
、
各
社
が
個
別
に
市
と
契
約
を
結
ん
で
い
た
た
め
、

窓
口
の
一
本
化
に
つ
い
て
協
議
し
て
き
た
の
で
す
が
、
各
社
の
考

え
が
異
な
る
部
分
が
あ
り
、
な
か
な
か
実
現
に
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
近
年
、
各
社
の
世
代
交
代
な
ど
も
進
み
、
考
え
の
違
い
も
小

さ
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
藤
村
理
事
長
が
中
心
と
な
り
組
合

を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
組
合
を
設
立
し
、
契
約
を
一
つ
に
ま
と
め
た
こ
と
で
、
お
互
い
が

担
当
す
る
施
設
へ
の
立
ち
入
り
な
ど
も
可
能
と
な
り
、
社
員
の
急
な

体
調
不
良
時
な
ど
に
助
け
合
え
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
豪
雨
災
害
や
コ
ロ
ナ
禍
に
感
じ
て
い
た
、
事
業
継
続
・
イ
ン
フ

ラ
維
持
に
対
す
る
不
安
感
の
解
消
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
藤
村
氏
）

　
資
源
化
物
の
回
収
業
務
に
お
い
て
は
、
組
合
で
パ
ッ
カ
ー
車
を

購
入
し
、
共
同
で
運
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
各
社
と
も
に
パ
ッ

カ
ー
車
の
取
り
扱
い
経
験
が
な
か
っ
た
た
め
、
メ
ー
カ
ー
の
技
術

者
を
お
招
き
し
た
安
全
講
習
な
ど
も
開
催
し
ま
し
た
。

　
他
に
は
各
種
情
報
発
信
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
制
度
改
正
に

伴
い
必
須
と
な
る
資
格
や
講
習
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
業
界
に

関
連
す
る
情
報
を
し
っ
か
り
と
組
合
員
に
お
伝
え
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

　
さ
ら
に
今
後
は
、
お
互
い
の
会
社
見
学
な
ど
も
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
先
日
、
松
本
理
事
の
会
社
に
訪
問
し
た
時

に
強
力
吸
引
車
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
、
今
度

当
社
業
務
に
て
手
助
け
し
て
も
ら
え
な
い
か
話
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
が
ほ
か
に
も
実
施
で
き
な
い
か
、
情
報
共
有
・
相

互
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

█ 

お
二
人
は
ど
の
よ
う
に
信
頼
関
係
を
構
築
し
た
の
で
し
ょ
う
か

（
藤
村
氏
）

　
松
本
理
事
と
私
は
昔
か
ら
の
付
き
合
い
な
の
で
、
相
棒
の
よ
う

な
関
係
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
松
本
氏
）

　
岡
山
県
内
の
同
業
者
が
所
属
す
る
岡
山
県
環
境
整
備
事
業
協
同

組
合
の
青
年
部
で
、
初
め
て
藤
村
理
事
長
と
お
会
い
し
ま
し
た
。

藤
村 

正
太
郎  

氏

松
本 

宏
行  

氏

一
番
身
近
な
存
在
と
し
て
、
情
報
や
悩
み
を
共
有
し
て
、

助
け
合
い
な
が
ら
と
も
に
成
長
し
て
い
き
た
い

備
前
環
境
事
業
協
同
組
合  

代
表
理
事

株
式
会
社
備
前
浄
化
槽
管
理
セ
ン
タ
ー 

代
表
取
締
役

備
前
環
境
事
業
協
同
組
合  

理
事

有
限
会
社
和
気
環
境
サ
ー
ビ
ス 

取
締
役

リ
ー
ダ
ー
ズ「
ア
イ
」

Leader’s リーダーズ「アイ」特集
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て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
会
社
経
営
や
連
携
に
関
す
る
情
報

に
つ
い
て
、
外
部
か
ら
持
っ
て
帰
る
こ
と
も
、
私
が
果
た
せ
る
役

割
だ
と
思
い
ま
す
。

　
役
職
・
役
割
が
人
を
成
長
さ
せ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
自

分
自
身
が
成
長
で
き
る
よ
う
、
責
任
感
と
積
極
性
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

█ 

今
後
、
ど
ん
な
組
合
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か

（
藤
村
氏
）

　
下
水
道
の
整
備
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
浄
化
槽
点
検
等
の
市
場

と
し
て
は
縮
小
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
業
界
が
先
細
り
と
な
っ
て
い

る
な
か
で
、
新
た
な
挑
戦
や
発
展
が
必
要
で
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
当
組
合
の
組
合
員
は
、
立
地
も
会
社
規
模
も

近
く
、
悩
み
や
課
題
も
共
通
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
一
番

身
近
な
存
在
に
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
地
域
の
同
業
仲
間
と
し
て
、
情
報
や
悩
み
を
共
有
し
て
、
助

け
合
い
な
が
ら
と
も
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
組
合
を
通
じ
て
、
組
合
員
各
社
が
地
域
社
会
に
も
っ
と
必
要
と

さ
れ
る
組
織
に
発
展
し
、
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
環

境
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（取材／組織支援課　島田） 組合所有のパッカー車

強力吸引車による池に溜まった泥の浚渫（しゅんせつ）作業

組
合
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル組 合 名

設      立
所 在 地
T E L
組合員数

：
：
：
：
：

備前環境事業協同組合
令和2年8月
岡山県備前市香登本48番地
0869-66-7612
5名

当
時
私
が
21
歳
で
し
た
の
で
、
17
年
前
に
な
り
ま
す
。

　
当
該
青
年
部
は
若
い
う
ち
か
ら
活
動
に
参
加
す
る
人
が
多
く
、

仲
間
意
識
の
熟
成
し
や
す
い
組
織
だ
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、
会

社
が
大
変
だ
っ
た
際
に
青
年
部
の
先
輩
に
助
け
ら
れ
た
経
験
も
あ

り
、
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
同
業
の
仲
間
の
こ
と
を
と
て
も
大
切

に
思
っ
て
い
ま
す
。

（
藤
村
氏
）

　
今
回
の
組
合
設
立
の
際
も
、
岡
山
県
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

の
先
輩
方
に
随
分
と
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
が
青
年
部
に
加
入
し
た
こ
ろ
は
松
本
理
事
の
お
父
様
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、
先
輩
方
の
子
ど
も
世
代
が
続
々

と
青
年
部
に
参
加
し
て
お
り
、
世
代
を
超
え
た
繋
が
り
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　
備
前
環
境
事
業
協
同
組
合
に
お
い
て
も
、
組
合
員
全
員
の
仲
間

意
識
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
、
毎
月
会
合
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

組
合
設
立
当
初
と
比
べ
て
、
繋
が
り
が
深
ま
り
、
連
携
が
取
り
や

す
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

█ 

組
合
に
お
い
て
自
身
の
役
職
・
役
割
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か

（
藤
村
氏
）

　
組
合
の
活
動
へ
の
関
わ
り
方
に
は
組
合
員
ご
と
に
濃
淡
が
あ
り

ま
す
が
、
全
員
を
巻
き
込
み
、
共
に
成
長
で
き
る
よ
う
努
め
る
こ

と
が
私
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
顔
を
合

わ
せ
る
機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
、
組
合
に
参
加
す
る
メ
リ
ッ
ト

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
も
、
一

社
で
は
受
け
き
れ
な
い
仕
事
の
共
同
受
注
や
、
設
備
等
の
リ
ソ
ー

ス
の
共
有
な
ど
、
直
接
的
・
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
る

仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
松
本
氏
）

　
右
腕
と
し
て
理
事
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
ま

た
、
私
は
青
年
中
央
会
な
ど
の
異
業
種
の
団
体
に
多
く
参
加
さ
せ

管理施設での作業の様子

特集／Leader’s 「i」
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こ
ど
も
ま
ん
な
か
職
場
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
さ
れ
る

　去る2月8日（土）、「さん太ホール」（岡山市北区）にて、こどもまんなか職場づくりシンポジウ
ムが初めて開催されました。
　同イベントは、企業経営者の方が子育て支援に前向きに取り組む気運を一層高めるため岡山
県が主催（運営委託：岡山県中央会）したもので、先に募集のあった「おかやま子育てしやすい職
場アワード」各賞の初回授賞式のほか、㈱リクルート／ジョブズリサーチセンター長の宇佐川邦
子氏による基調講演、県内各企業の優良事例の発表、アワード受賞者と伊原木県知事を交えた
パネルディスカッションなどが行われました。岡山県の経済6団体をはじめ、県内の企業、アワ
ード受賞者や中小企業支援機関の関係者など約170名が参加。（うち、オンライン参加約60名）
　参加者からは、「規模に関係なく、斬新な取組ができることを知り、人材確保戦略のヒントを
得ることができた」「最近の若者人材の価値観や方向性を把握できた」「知事の考えや県政の方向
性が参考となった」などのコメントがありました。

区分区分 企業名企業名

製造業製造業
株式会社株式会社

フジワラテクノアートフジワラテクノアート
（岡山市北区）（岡山市北区）

医療、福祉医療、福祉 社会福祉法人津山福祉会社会福祉法人津山福祉会
（津山市）（津山市）

卸売業、小売業卸売業、小売業 有限会社三協有限会社三協鋲鋲
びょうびょう

螺螺
らら

（玉野市）（玉野市）

運輸業、郵便業、建設業運輸業、郵便業、建設業 株式会社カスケホーム株式会社カスケホーム
（倉敷市）（倉敷市）

宿泊業、飲食サービス業、宿泊業、飲食サービス業、
サービス業サービス業

（他に分類されないもの）（他に分類されないもの）
株式会社株式会社行行

こうこう
雲雲
うんうん

（倉敷市）（倉敷市）

その他業種その他業種 株式会社株式会社 NN
ニ ッ ク スニ ッ ク ス

ICSICS
（玉野市）（玉野市）

大規模企業大規模企業 株式会社中国銀行株式会社中国銀行
（岡山市北区）（岡山市北区）

特別賞（みんなで応援）特別賞（みんなで応援）
製造業製造業

ナガオ株式会社ナガオ株式会社
（岡山市北区）（岡山市北区）

特別賞（伝統と革新）特別賞（伝統と革新）
医療、福祉医療、福祉

医療法人自由会医療法人自由会
（岡山市南区）（岡山市南区）

特別賞（フレキシブル）特別賞（フレキシブル）
その他業種その他業種

セリオ株式会社セリオ株式会社
（岡山市中区）（岡山市中区）

☆おかやま子育てしやすい職場アワード各賞受賞者☆おかやま子育てしやすい職場アワード各賞受賞者
� （各分野略称・順不同）� （各分野略称・順不同）

　アワード各賞受賞者の詳しい取り組
みなどは、企業人材支援課までお問い
合わせください。
■問い合わせ先　企業人材支援課

TEL：（086）-224-2245
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岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会

女
性
・
若
者
の
岡
山
で
の
活
躍
を
応
援
す
る

�
「
私
た
ち
の
ア
ク
シ
ョ
ン
宣
言
」を
岡
山
県
知
事
に
提
出

　
去
る
2
月
3
日（
月
）、岡
山
県
も
の
づ

く
り
女
性
中
央
会（
会
長
／
藤
原
加
奈
：

㈱
フ
ジ
ワ
ラ
テ
ク
ノ
ア
ー
ト
代
表
取
締

役
副
社
長
）は
、
女
性
・
若
者
の
岡
山
で

の
活
躍
を
応
援
す
る
行
動
宣
言
を
、伊
原

木
岡
山
県
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
宣
言
は
、
若
い
世
代
、
特
に
女
性

の
県
外
へ
の
流
出
が
著
し
い
現
状
か
ら
、

女
性
経
営
者
と
し
て
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
支
援
し
、
岡
山
が「
若
者
や

女
性
に
選
ば
れ
、
戻
り
た
く
な
る
地
域
」

と
な
る
よ
う
貢
献
し
て
い
く
も
の
で
す
。

県
内
に
は「
働
き
や
す
さ
」と「
働
き
が

い
」が
揃
っ
て
い
る
企
業
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、若
い
女
性
た
ち
に
そ
の
魅
力

が
伝
わ
り
切
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、官

民
の
協
力
で
発
信
し
た
い
と
の
想
い
か

ら
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、藤
原
会
長
を
含
め
た
メ
ン
バ

ー
9
名
が
県
庁
を
訪
問
の
う
え
宣
言
書

を
手
渡
し
、そ
の
後
に
知
事
と
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は「
高

校
生
と
意
見
交
換
し
た
と
こ
ろ
、男
子
は

地
元
志
向
が
強
か
っ
た
が
、女
子
は
大
都

市
志
向
が
強
か
っ
た
」、「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
て
、自
分
の
中
で
キ
ャ
リ
ア
形

成
や
子
育
て
等
の
優
先
順
位
が
変
わ
っ

て
く
る
」、「
子
育
て
中
の
社
員
だ
け
で
な

く
、独
身
を
選
択
し
た
社
員
の
こ
と
も
考

え
る
べ
き
」な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

藤
原
会
長
か
ら
は「
今
回
は
も
の
づ

く
り
女
性
中
央
会
の
宣
言
だ
が
、
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
の
輪
を
広
げ
て
、
官

民
一
体
と
な
っ
て
岡
山
県
を
選
ば
れ
る

地
域
に
し
て
い
き
た
い
」と
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

�

（
組
織
支
援
課　
林
）

中央会 News

中
央
会
お
か
や
ま 

２
０
２
５
年
３
月
号

5



地
方
版
政
労
使
会
議

賃
上
げ
原
資
確
保
の

�

取
組
を
連
携
促
進

　

令
和
７
年
１
月
31
日

（
金
）、
岡
山
労
働
局
か
ら

の
呼
び
か
け
の
も
と
、
岡

山
県
庁
で
地
方
版
政
労
使

会
議
が
開
催
さ
れ
、
行
政

側
か
ら
県
知
事
や
労
働
局

長
な
ど
が
、
労
働
側
か
ら

連
合
岡
山
の
会
長
が
、
経

済
界
か
ら
は
、
中
央
会
を

含
む
経
済
団
体
の
代
表
者

が
、
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、ま
ず
行
政
側

が
、
賃
上
げ
を
起
点
と
し
た「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」

に
向
け
展
開
中
の
中
小
企
業
向
け
支
援
制
度
や
、
労
務

費
価
格
転
嫁
指
針
な
ど
の
内
容
、実
施
状
況
等
を
説
明
。

続
く
意
見
交
換
で
は
、
経
済
界
か
ら
、
人
手
不
足
の
中

で
業
績
改
善
の
な
い
ま
ま
防
衛
的
賃
上
げ
を
行
っ
た

企
業
が
昨
年
多
数
存
在
し
た
こ
と
や
、
前
提
と
な
る
価

格
転
嫁
等
が
ま
だ
不
十
分
な
こ
と
な
ど
、
事
業
者
の
現

状
を
伝
え
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
議
論
の
も
と
、
会
議
で
は「
中
小
企
業
者

が
賃
上
げ
原
資
を
確
保
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
だ
」

と
し
て
、
①
価
格
転
嫁
の
環
境
整
備
、
②
適
正
な
取
引

の
促
進
、
③
賃
上
げ
と
生
産
性
向
上
の
取
組
促
進（
内

容
は
関
係
助
成
金
等
の
周
知
や
利
用
促
進
な
ど
）に
関

し
て
、
政
労
使
が
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
、

共
同
宣
言
と
し
て
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

【
補
助
金
募
集
開
始
情
報
】

次
の
と
お
り
募
集
が
始
ま
り
ま
す
。
新
設
さ
れ
た
省
力
化
投
資
補
助
金
の
一
般
型
は

今
回
が
初
め
て
の
公
募
、も
の
づ
く
り
補
助
金
は
、ほ
ぼ
1
年
ぶ
り
の
公
募
と
な
り
ま
す
。

中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助
金

�
（
一
般
型
）の
申
請
受
付
開
始

　
中
小
企
業
等
の
売
上
拡
大
や
生
産
性
向
上
を
後
押
し

す
る
た
め
、人
手
不
足
に
悩
む
中
小
企
業
等
が
、I
o
T・

ロ
ボ
ッ
ト
等
の
人
手
不
足
解
消
に
効
果
が
あ
る
デ
ジ
タ

ル
技
術
等
を
活
用
し
た
設
備
を
導
入
す
る
た
め
の
事
業

費
等
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
中
小
企
業
省
力
化
投

資
補
助
金（
一
般
型
）の
第
1
回
公
募
が
1
月
30
日
か
ら

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

■
補
助
対
象
と
な
る
事
業

人
手
不
足
の
中
小
企
業
な
ど
が
、
省
力
化
効
果
の
あ

る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
・
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
性
の

あ
る
設
備
や
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
し
、「
労
働
生
産

性 

年
平
均
成
長
率
4
％
向
上
」を
目
指
す
事
業
計
画

に
取
り
組
む
も
の
が
対
象
で
す
。

■
受
付
開
始
日
：
令
和
7
年
3
月
19
日（
水
）10
時
00
分

公
募
締
切
日
：
令
和
7
年
3
月
31
日（
月
）17
時
00
分

※�

基
本
要
件
、そ
の
他
の
要
件
等
、詳
細
は
中
小
企
業
省

力
化
投
資
補
助
金
H
P
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�

省
力
化
補
助
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

　
中
小
企
業
者
等
の
生
産
性
向
上
や
持
続
的
な
賃
上
げ
に

向
け
た
、
革
新
的
な
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
海

外
需
要
開
拓
に
必
要
な
設
備
投
資
等
を
支
援
す
る「
も
の

づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
生
産
性
向
上
促
進
補
助
金
」

（
19
次
締
切
）の
公
募
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

■
公
募
期
間
：�

令
和
7
年
２
月
14
日（
金
）

�

〜
４
月
25
日（
金
）17
時
00
分（
厳
守
）

■
申
請
受
付
開
始
：
令
和
7
年
４
月
11
日（
金
）17
時
00
分

■
補
助
対
象
事
業
枠
及
び
補
助
上
限
額
・
補
助
率

【
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
高
付
加
価
値
化
枠
】

革
新
的
な
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
開
発
の
取
組
に
必
要

な
設
備
・
シ
ス
テ
ム
投
資
等
を
支
援

〈
補
助
上
限
額
〉７
５
０
〜
2
，5
0
0
万
円

補
助
率
1
⁄
2（
小
規
模
事
業
者
等
2
⁄
3
）

【
グ
ロ
ー
バ
ル
枠
】

海
外
事
業
を
実
施
し
、
国
内
の
生
産
性
を
高
め
る
取
組

に
必
要
な
設
備
・
シ
ス
テ
ム
投
資
等
を
支
援

〈
補
助
上
限
額
〉3
，0
0
0
万
円

補
助
率
1
⁄
2（
小
規
模
事
業
者
等
2
⁄
3
）

※�

詳
細
は
も
の
づ
く
り
補
助
金
総
合

サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」（
19
次
締
切
）の�

�

公
募
開
始
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令
和
７
年
度
合
同
入
社
式
・

�
新
人
社
員
研
修
参
加
者
募
集
中

研
修
を
開
催（
社
会
人
マ
ナ
ー
等
）

※�

入
社
式
及
び
社
員
研
修
は
、
参
加
企
業

の
経
営
者
、
採
用
担
当
者
の
随
行
可

■�

新
入
社
員
研
修

�

（
２
日
目
／
社
会
人
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
等
）

会
場
：
第
１
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル

�

（
岡
山
駅
前
）

日
時
：
令
和
７
年
４
月
４
日（
金
）

�

９
時
30
分
〜
17
時

※�

新
入
社
員
研
修（
２
日
目
）の
み
の
受
講

も
可
能
で
す
。

■
参
加
費

○�

合
同
入
社
式
・
新
入
社
員
研
修（
１
日
目
）

�

税
込
8
，8
0
0
円
／
１
人

○
新
入
社
員
研
修（
２
日
目
）

�

税
込
1
3
，2
0
0
円
／
１
人

※�

経
営
者
、
採
用
担
当
者
等
の
随
行
者
は

い
ず
れ
も
参
加
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

企
業
人
材
支
援
課

T
E
L
：（
０
８
６
）２
２
４
︲
２
２
４
５

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
人
材
の
確
保

難
や
若
者
の
離
職
率
が
増
加
す
る
中

で
、
組
織
の
枠
を
越
え
た
新
入
社
員
同

士
の「
仲
間
と
絆
」を
作
り
、か
つ
、社
会

人
ス
キ
ル
を
向
上
す
る
こ
と
に
よ
り
、

定
着
率
向
上
を
支
援
す
る
た
め
、
令
和

７
年
度
合
同
入
社
式
を
開
催
し
ま
す
。

　
入
社
式
後
に
開
催
す
る
社
員
研
修
で

は
、
社
会
人
ス
キ
ル
向
上
や
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
に
よ
る「
仲
間
意
識
の
向
上
」を
目

的
と
し
て
お
り
、
参
加
さ
れ
た
企
業
の

経
営
者
や
採
用
担
当
者
の
方
か
ら
た
い

へ
ん
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
企
業
人
材
支
援
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

■��

令
和
７
年
度
合
同
入
社
式
・
新
入
社
員

研
修（
１
日
目
／
社
会
人
マ
ナ
ー
等
）

会
場
：�

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

�

（
ま
ま
か
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

日
時
：�

令
和
７
年
４
月
１
日（
火
）

�

13
時
30
分
〜
17
時

※
入
社
式
後
に
全
体
の
記
念
写
真
撮
影

※�

入
社
式
の
記
念
写
真
撮
影
後
、
社
員

「
商
品
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

て
励
み
に
な
っ
た
」等
、
前
向
き
な
意
見
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
年
は
岡
山
県
ブ
ー
ス
と
し
て
新

規
出
展
す
る
事
業
者
も
多
く
、会
期
２
日
目

で
あ
る
13
日
に
は
懇
親
会
を
開
催
。全
出
展

者
が
参
加
し
、事
業
者
同
士
の
意
見
交
換
も

活
発
に
行
わ
れ
、岡
山
県
ブ
ー
ス
一
丸
と
な

っ
て
商
談
会
に
取
り
組
む
雰
囲
気
が
醸
成

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
会
で
は
今
後
も
首
都
圏
や
関
西
圏
等

の
、県
外
に
お
け
る
販
路
開
拓
の
場
も
提
供

し
、幅
広
く
岡
山
県
産
品
を
周
知
出
来
る
よ

う
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

�

（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課　
池
田
）

　
２
月
12
日
か
ら
14
日
の
３
日
間
、
千
葉

県
の
幕
張
メ
ッ
セ
に
て
開
催
さ
れ
た
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー

２
０
２
５
に
、
岡
山
県
ブ
ー
ス
と
し
て
出

展
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
16
社
の
県
内
食
品
メ
ー
カ
ー

が
出
展
し
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
桃
の

ロ
ゴ
を
プ
リ
ン
ト
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
、
デ

ニ
ム
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
に
身
を
包
み
商
談

を
行
い
ま
し
た
。

　
例
年
の
桃
色
基
調
は
踏
襲
し
つ
つ
岡
山

の
特
産
品
と
し
て
有
名
な「
白
桃
・
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
・
ピ
オ
ー
ネ
」の
イ
ラ
ス
ト

を
あ
し
ら
っ
た
ブ
ー
ス
装
飾
と
、
デ
ニ
ム

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
イ
ン
デ
ィ
ゴ
色
の
不
織

布
バ
ッ
ク
で
岡
山
県
ら
し
さ
を
演
出
し
、

集
客
を
促
し
ま
し
た
。

　
３
日
間
の
延
べ
入
場
者
数
は
約

7
7
，０
０
０
人
と
、
昨
年
よ
り

も
１
，５
０
０
人
程
増
加
し
、
い

ず
れ
の
ブ
ー
ス
も
活
発
な
商
談
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
事
業

者
か
ら
は
、「
多
く
の
バ
イ
ヤ
ー
に

訪
問
し
て
い
た
だ
き
、
契
約
に
向

け
た
具
体
的
な
話
が
進
ん
だ
」や
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

�

ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
2
0
2
5
出
展
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岡山県中小企業団体中央会
創立70周年記念事業のご紹介

岡山県中央会は本年で創立70周年を迎えます。
これも偏に関係者の皆様のご支援とご協力の賜物と感謝いたしております。
そこで、この重要な節目の年に、70周年記念大会を下記により開催します。

■開催日時　令和7年9月25日（木）午後
■開催場所　ANA クラウンプラザホテル岡山
■開催内容　①表彰式　②記念講演
※上記は現時点での予定です。今後変更になることもあり得ます。

70周年記念誌広告募集中
当会では、創立70周年にあたり、記念誌を作成・配布させていただく予定にしております。
記念誌では、中央会70年の歩みを振り返るとともに、今後も当会が皆様とともに連携・協力の取組を
前進させていけるよう、メッセージを発信したいと考えております。
つきましては、皆様に記念誌の中に掲載する協賛広告を募集させていただきます。
厳しい経済状況の中、誠に恐縮ではございますが、主旨をご理解いただき、ぜひともご協賛いただきま
すようお願い申し上げます。

■サイズ　パンフレットサイズ／ A4縦
■広告枠　（モノクロ）
■掲載料　（税込）
①1／4ページ枠    30,000円（会員組合のみの設定）
②1／2ページ枠    50,000円（会員組合・企業団体）
③1ページ枠     80,000円（会員組合・企業団体）
④2ページ枠     120,000円（会員組合・企業団体）
■締　切　令和7年3月31日（月）

（締切日は変更になることがあります。お早めに）
■発行日　令和7年9月25日（木）

＜記念大会当日／発行部数1,500部＞
■お 申 込 み 方 法 　当会HPからお申込みください。
■お問い合わせ先　岡山県中小企業団体中央会　TEL（086）224-2245

こちらの 2 次元こちらの 2 次元
コードからコードから

ご確認ください。ご確認ください。

創立70周年記念大会における
表彰者推薦のお願い

当会では、創立70周年記念大会において、会員組合関係者の表彰を予定しております。会員の皆様に
は当会 HPをご確認の上、個人表彰関係者のご推薦をお願いします。

■推薦していただく表彰者
①組合功労者
②組合専従優良職員
※詳細、推薦申込み方法につきましては、当会 HPをご確認ください。

こちらの 2 次元コードからこちらの 2 次元コードから
ご確認ください。ご確認ください。
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岡
山
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会
で
は
、岡
山
県

商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
、岡
山
県
商
工
会
青
年
部

を
含
め
た
三
団
体
の
会
員
を
対
象
と
し
た
講
演
会
等

を
開
催
し
て
お
り
、２
月
19
日（
水
）に
事
業
の
第
３
回

目
と
し
て
、企
業
の
抱
え
る
人
材
に
つ
い
て
の
課
題
解

決
を
テ
ー
マ
と
し
た
企
業
成
熟
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
第
１
部
と
し
て
企
業
の
人
材
支
援
を
専
門
分

野
と
す
る
コ
ォ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
代
表
取
締

役 

窪
田 

司
氏
に「
有
名
企
業
で
な
く
て
も
採
用
で
き

る
化
け
る
人
材
の
採
用
法
」と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演

を
頂
き
ま
し
た
。
良
い
人
材
を
採
用
す
る
だ
け
で
な

く
、良
い
人
材
に
な
る
よ
う
会
社
が
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行

う
こ
と
の
重
要
性
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
第
２
部
と
し
て
窪
田
氏
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
、
青
年
中
央
会
会
長
の
戸
川
敬
之
を
始
め
と
し
た

５
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
お
迎
え
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま

し
た
。「
長
寿
企
業
を
目
指

す
た
め
の
人
材
戦
略
に
つ

い
て
」を
テ
ー
マ
に
、
会
社

規
模・業
種
等
も
全
く
異
な

る
５
社
の
事
例
に
つ
い
て

共
有
さ
れ
、参
加
者
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

�

（
組
織
支
援
課　
長
木
）

　

岡
山
県
中
小
企
業

団
体
青
年
中
央
会
は
、

１
月
29
日（
水
）に
新

年
会
を
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ

ま
き
び
で
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
に
は
歴
史
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
六
龍
堂

の
早
川
知
佐
氏
を
お
招

き
し
、「
彼
ら
は
ど
う

し
て
新
紙
幣
に
？ 

〜
渋
沢
栄
一
・
津
田
梅
子
・
北
里

柴
三
郎
〜
」と
題
し
て
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
日

本
の
新
紙
幣
の
肖
像
に
選
ば
れ
る
ほ
ど
の
功
績
を
残

し
た
偉
人
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
頂
き
、
参
加
者
か

ら
は「
歴
史
に
残
る
よ
う
な
方
の
姿
勢
や
取
り
組
み

を
自
分
自
身
の
行
動
に
反
映
し
て
い
き
た
い
」、「
日

本
の
実
業
の
父
と
も
呼
ば
れ
る
渋
沢
栄
一
の
取
り
組

み
は
も
う
少
し
学
ん
で
み
た
い
」等
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
講
演
会
の
後
に
は
交
流
懇
親
会
を
実

施
し
、
組
合
青
年
部
間
に
よ
る
異
業
種
交
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
青
年
中
央
会
で
は
、
来
年
度
も
県
内
若

手
経
営
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
勉
強
会
や
、
異
業
種
の
会
員
間
で
の
情
報
交
換

の
場
と
し
て
交
流
会
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
等

の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
組
織
支
援
課　
長
木
）

岡
山
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会

新
年
会
を
開
催

外
国
人
技
能
実
習
制
度
の

運
用
要
領
改
正
な
ど
で

�

講
習
会
開
催

　
去
る
1
月
24
日（
金
）、岡
山
県
中
央
会
は
令
和
6
年

度
外
国
人
技
能
実
習
制
度
適
正
化
事
業
の
一
環
と
し

て
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
外
国
人
技
能
実
習
機
構
広
島
事
務
所 

援
助

課
長 

三
吉 

邦
明
様
よ
り
、
令
和
6
年
11
月
1
日
に
改

正
さ
れ
た
技
能
実
習
制
度
運
用
要
領
の
ポ
イ
ン
ト
を

ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。入
国
後
講
習
を
実
技
に
よ

り
実
施
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
旨
や
監
査
報
告

書
の
監
査
実
施
者
の
記
載
方
法
に
つ
い
て
明
記
さ
れ

た
こ
と
、
ま
た
、
転
籍
を
認
め
得
る
や
む
を
得
な
い
事

情
の
具
体
例
に
つ
い
て
ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
外
国
人
技
能
実
習
機
構
広
島
事
務
所 

指
導

課
長 

田
川 

雅
浩
様
よ
り
、法
令
順
守
と
適
正
な
実
習
監

理
に
つ
い
て
周
知
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
検
査
時

の
指
導
事
例
、
違
反
事
例
等
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。
技
能
実
習
機
構
が
行
う
実
地
検
査
や
そ
の

役
割
、
行
政
庁
に
よ
る
改
善

命
令
な
ど
に
つ
い
て
も
ご
案

内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
終
了
後
は
、講
演
内

容
や
改
正
運
用
要
領
に
つ

い
て
の
質
問
が
複
数
あ
り
、

参
加
者
の
方
々
は
改
め
て

適
正
な
実
習
監
理
を
行
う

こ
と
の
重
要
性
を
認
識
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

�

（
組
織
支
援
課　
形
山
）

岡
山
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会

企
業
成
熟

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
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中
央
会
お
か
や
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　協会けんぽは、中小企業等で働く従業員とその家
族が加入する健康保険です。
　令和7年3月分（4月納付分）からの健康保険料率
は、10.02％が10.17％に、介護保険料率は、1.60％
が1.59％に変更となります。
※�任意継続被保険者は令和7年4月分保険料から変

更となります。
　協会けんぽの保険料率については、毎事業年度に
おいて、都道府県ごとに地域の医療費等を反映し算
定しています。

協会けんぽ岡山支部の保険料率が変わります

協会けんぽ岡山 検索
協会けんぽ岡山支部
086-803-5780（音声案内④）

2月（3月納付）
分まで

3月（4月納付）
分から

保険料率 介護保険介護保険健康保険健康保険

10.02％ 1.60％

10.17％ 1.59％

問い合わせ先

メンタルヘルス対策支援

御社の取り組みをサポートします！

岡山産業保健総合支援センターでは、メンタルヘルス対策支援、治療と仕事の両立支援の取り組みを
サポートするため、専門のスタッフが職場を個別訪問してお手伝いしますので、ぜひご活用ください。

職場におけるメンタルへルス対策は、事業
者の社会的責任でもあり、働く人の健康を
確保する上での重要な課題と位置付けられ
ています。メンタル不調の予防から、休職者
の職場復帰支援まで幅広い取組が必要です。

個別訪問による支援
●メンタルヘルス教育

●�職場復帰支援プログラムの策定に関する
支援

●�ストレスチェックの導入支援、職場環境改
善に関する助言

●�心の健康づくり計画の策定に関する支援
　�そのほか職場のメンタルへル

ス対策について、
・事業場内の体制を整えたい
・�何から始めればいいのかわか

らない等、お気軽にご相談く
ださい。

治療と仕事の両立支援
治療と仕事の両立とは、病気を抱えながら
も働く意欲・能力がある労働者が、適切な
治療を受け、生きがいを感じながら働き続
けられる社会を目指す取り組みです。

相談対応
●�治療と仕事の両立支援の進め方、治療と仕事

を両立する労働者への両立支援プラン作成
のアドバイスなど様々な相談に対応します。

●個別訪問支援
　�規則やルール作りのアドバイス、社内研修

会の講師派遣、治療と仕事を両立する労働
者への両立支援プラン作成のアドバイス
など、専門のスタッフが個別訪問し、環境
整備を支援します。

●個別調整支援
　�個別の患者に関する健康管理、両立につい

ての調整支援、両立プラン作成のお手伝い
等、必要な部分をお手伝いします。

無料

独立行政法人　労働者健康安全機構
岡山産業保健総合支援センター
TEL WEB086-212-1222 https://okayamas.johas.go.jp

お申込み
・

お問い合わせは

中央会 News
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去
る
１
月
28
日

（
火
）、高
梁
市
に
あ
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
協
同
組
合
ポ
ル

カ
は
接
客
心
理
ア
ナ

リ
ス
ト
の
岩
田
朱
実

先
生
を
お
招
き
し
、店

舗
内
の
従
業
員
に
向

け
た
接
客
マ
ナ
ー
研

修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
商
売
に
は
商
品
、
価
格
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
重
要
視

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
度
は「
接
客
」、「
顧
客
満
足
」

に
焦
点
を
当
て
、お
客
様
を
思
い
や
る
気
持
ち
や
お
も

て
な
し
等
の
重
要
性
を
理
解
す
る
と
共
に
接
客
マ
ナ

ー
の
基
礎
を
再
度
学
び
、現
場
の
接
客
に
活
か
し
て
い

く
た
め
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
は
講
義
だ
け
で
な
く
、
ワ
ー
ク
や
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
な
ど
、
実
践
を
交
え
た
形
で
開
催
さ
れ
、
参
加

者
か
ら
は
、「
す
ぐ
に
接
客
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
内
容
で
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
」、「
自
分
の
中

で
良
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
見
直
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、来
よ
う
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

笑
顔
で
接
客
を
し
ま
す
」な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。研

修
は
大
変
好
評
で
あ
り
、
今
後
の
ポ
ル
カ
全
体
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
が
り
、
売
上
向
上
の
起
爆
剤
と
し
て

も
期
待
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
組
合
で
は
継

続
し
て
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
組
織
支
援
課　
形
山
）

協
同
組
合
ポ
ル
カ

接
客
マ
ナ
ー
研
修
を
開
催

岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
ル
㈱
の

�
工
場
見
学
会
を
開
催

　
去
る
2
月
13
日（
木
）、
岡

山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央

会
は
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
ル
㈱

（
代
表
取
締
役
社
長　

村
上

香
氏
）に
て
工
場
見
学
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
事
業
は
会
員
で
あ
る
女

性
経
営
者
が
相
互
で
工
場
見

学
を
行
う
こ
と
で
、
新
た
な

気
づ
き
の
発
見
を
目
的
と
し

て
お
り
、
今
回
が
第
７
回
目

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
要
事
業
で
あ
る
切
削
工
具
の
再
研
削
等
に
関
す

る
加
工
技
術
や
職
場
環
境
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
な

が
ら
工
場
見
学
を
行
う
中
で
、
超
多
品
種
、
小
ロ
ッ

ト
、
短
納
期
と
い
う
点
か
ら
、
工
程
や
商
品
の
管
理
面

に
関
し
て
も
注
目
が
集
ま
り
、
見
学
後
に
は
質
疑
応

答
、
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
見
学
会
で
は
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
ル
の
社
員
皆

様
か
ら
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
、
温
か
い
お
も
て
な
し
な

ど
、
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
の

よ
う
な
工
場
見
学
会
は
初
め
て
の
実
施
と
の
こ
と
で
、

非
常
に
驚
く
と
同
時
に
、
社
員
の
方
か
ら
は「
各
自
で

計
画
し
て
実
施
が
で
き
て
、５
S
や
挨
拶
の
レ
ベ
ル
も

引
き
上
げ
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
」と
感
謝
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
事
業
は
参
加
者
、実
施
企
業
の
両
者
に
と
っ
て
学

び
の
場
と
な
り
、来
年
度
も
是
非
実
施
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

�

（
組
織
支
援
課　
林
）

　
去
る
2
月
4
日（
火
）に「
組
合
事
務
作
業
の
効
率

化
、
ツ
ー
ル
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
紹
介
セ
ミ
ナ
ー
」を
リ
ア

ル・オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
で
開
催
。
組

合
事
務
局
等
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
組
合
事
務
局
の
業
務
効
率
化
を

趣
旨
と
し
た
も
の
で
、
事
前
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら「
手
間
に
感
じ
て
い
る
業
務
」「
こ
れ
ま
で
に
改

善
し
て
効
果
が
あ
っ
た
業
務
」等
に
つ
い
て
意
見
を

収
集
し
、
そ
の
結
果
か
ら
内
容
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
株
式
会
社
O
r
b
の
代
表
取
締
役
で
あ

る
河
井
七
美
氏
を
招
聘
し
、「
会
議
の
日
程
調
整
」「
議

事
録
文
字
起
こ
し
の
作
成
」「
文
書
・
チ
ラ
シ
等
の
作

成
」「
会
計
」「
メ
ー
ル
・
F
A
X
の
一
斉
配
信
」等
の
業

務
に
つ
い
て
、
無
料
・
低
コ
ス
ト
の
ア
プ
リ
や

M
icrosoft O

ffice

の
機
能
を
活
用
し
た
効
率
的
な

手
法
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
普
段
使
っ
て
い
る
ソ
フ
ト
の
意

外
な
機
能
を
学
べ
て
参
考
に
な
っ
た
」等
、
実
務
に
直

結
す
る
内
容
に
高
い
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に

は
、
岡
山
県
中
小
企
業
組

合
士
会
主
催
の
ミ
ニ
交
流

会
も
開
催
。
参
加
者
同
士

の
情
報
交
換
が
活
発
に
行

わ
れ
、
日
々
の
業
務
の
悩

み
等
を
共
有
す
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
組
織
支
援
課　
藤
田
）

組
合
事
務
作
業
の
時
短・効
率
化
に

�

向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

組合クローズアップ
組合クローズアップ
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央
会
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非 製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

卸売業 機械・工具
電設資材
青果
木材
水産物

小売業 石油
共同店舗
中古自動車
自動二輪
共同店舗

商店街 商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷

サービス業 自動車整備 ―
医療・柔道整復師 ―
旅館・ホテル ―
テント ―
異業種 ―
リサイクル ―

建設業 住宅リフォーム ―
看板工事 ―
土木工事 ―
管工事 ―
防水工事 ―

運輸業 バス ―
タクシー ―
トラック ―
倉庫業 ―

その他 信用組合 ―

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全　　体 − 12.1 − 4.8 36.2 1.7 − 13.8 − 10.3 0.0 5.2 − 19.0
（5.2） （－ 7.1） （36.2） （－ 3.4）（－ 20.7）（－ 13.8）（－ 6.9） （6.9） （－ 24.1）

製 造 業 − 17.2 0.0 37.9 3.4 − 27.6 − 17.2 0.0 3.4 − 27.6
（6.9） （− 10.3）（41.4） （0.0） （− 34.5）（− 13.8）（− 6.9） （6.9） （− 31.0）

非製造業 − 6.9 − 15.4 34.5 0.0 0.0 − 3.4 6.9 − 10.3
（3.4） （0.0） （31.0） （− 6.9）（− 6.9）（− 13.8） （6.9） （− 17.2）

情報連絡員レポート

岡山県業界天気図

景況DI値

（注）DI とは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

1月分

（ ）内数字は前月の数値です。

業界の景況感（前年同月比）　　 3         41       14　　　　　 増加・上昇・好転　　　変らず　　　減少・下落・悪化
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付

製 造 業
前年同月比
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資
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業
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雇
用
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業
界
の
景
況業　種

食料品 味噌
米菓

製粉・製麺
醤油
酒造

繊維工業 織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・笠岡

木材・
木製品

製材・県
合板

印刷 出版・印刷
製本

化学・ゴム ゴム
プラスチック製品

窯業・
土石製品

生コンクリート
石灰
ブロック

鉄鋼・金属 鋳物
鋳物

一般機器 機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・美作

輸送機器 造船関連
自動車

その他 畳

景況
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2025年1月分のコメント

岡山県景況の推移（製造業、非製造業）比較景況DI値の推移（岡山県、全国）の比較

岡山県
全　国

製造業

非製造業
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食料品 �

●�年末から製品の在庫が少なく年明けから工場操業度は上がった。品ぞろえに時間がかかり出荷調整・欠品が続いた。販売先

ごとに値上げの案内を行い2〜4・5月の値上を実施する予定。米の価格は相変わらずの上昇で全農の集荷が心配。�《米菓》

●�需要堅調なるも、人員確保に苦慮している。� 《製粉・製麺》

●�昨年と同様、平調な新年の滑り出しとなった。依然円安は続き石油燃料の高止まり、原材料の高騰は収まりを見せない。既

存設備の高操業は続くも、本格的な設備投資への意欲には至らない。大企業の値上げに続き我々中小企業も早め早めの

価格転嫁が急務と考える。� 《醤油》

●�飲食を伴うイベント等の開催が、コロナ禍以前の状況に戻りつつあり業況の改善も見受けられるが出荷量は思った程伸び

ない。� 《酒造》

繊維工業 �

●�産地全体を平均すると昨年同期並みで推移していた。対ドルで150円台が定着し、米国向けは引き続き堅調、欧州向けはや

や弱含みとなっている。ただし、国内向け中心の企業の中には厳しいところもあり企業間の温度差が激しい�《織物業・井原》

木材・木製品 �

●�あらゆる住宅関連商品の値上げの中で、新設住宅着工戸数は減少傾向にある。� 《製材・県》

印刷 �

●�各種材料費の値上げ予定あり、都度先買い対応を交渉。� 《出版・印刷》

化学・ゴム �

●�24年は一部取引先の減産要因があった。25年は回復したことにより1月売上は回復。また、一部取引先の経営統合の動き

もあり、業界の先行きは不透明。動向を注視し、対応していく必要あり。� 《ゴム》

窯業・土石製品 �

●�先月と同じ状況。昨年夏以降、受注量が全体的に2〜3割減の厳しい状況が続いている。中国の経済が引き続き悪いことと、

欧米でも製造業関係の投資意欲が鈍っていることなどが大きく影響していると思われる。� 《鋳造》

●�岡山県全体の出荷量は、対前年比90％であった。前年に比べ長かった正月休みが影響している可能性も考えられる。今年4

月にはセメント価格の大幅な値上が控えており、値上に向けての検討を進めている。� 《生コンクリート》

一般機器 �

●�受注量減少、設備操業度低下が続いており、改善の兆しが見られない。� 《鉄工・岡山》

●�昨年と比べれば、業況は下降気味。季節的要因はあるものの、新規受注も減少傾向にある。� 《工作機械・総社》

●�受注状況など見通し通りの推移、大きな変わりなし。� 《工作機械・井笠》

その他 �

●�例年通り動きの少ない1月。毎年需要等減少しているよう。� 《畳》

製造業

景況
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卸売業  �

●�売上高も仕入れも全体的に減少。顧客の数も魚の数も減少し、閑古鳥が鳴いている。� 《水産物》

小売業 �

●��新車は販売振るわず。大型バイクの動きがあれば売上高が上がっている。修理は安定している。� 《自動二輪》

●�全体で売上高・客数ともに前年をクリアした。新店効果も認められるが、既存店ベースでも同様に前年をクリアした。食料

品、飲食は前年をクリアして好調をキープしている。婦人服、百円ショップ、ゲーム、文具などは前年割れとなった。客単価は

一部店舗を除き相対的に上昇した。� 《共同店舗》

商店街 �

●�平日は寒波の影響か来街者は少ないが週末はそれなりに賑わいがある。また相次ぐ諸物価の値上げの影響で飲食店を中

心に販売価格が上昇傾向にある。� 《商店街・岡山》

●�寒さもあり、一段と人通りが少ない。� 《商店街・津山》

●�ずっと同じ状況で、外国人観光客が多く来店する。昨年よりは、20〜30歳くらいの方が少し増えているように感じる。今まで

売上を支えてくれていた高齢者が減っている。� 《商店街・倉敷》

サービス業 �

●�前年度比総請求金額は低迷している。前年度比、前月比共減少しており、また、一施術所1件あたりの単価も減少している。

引き続き、業界の経営実態は厳しい。� 《医療・柔道整復師》

●�建設業組合員の技能実習生については、ベトナムから国外出国が緩和されたミャンマーへのシフトを継続、高度人材につい

ても、日本での勤務を望む人材が多く、現地からの人材紹介が増加中。機械加工組合員の技能実習生・特定技能のインド人

受入れは、順調に増加しており、入国待ち状況となっている。一方現地での募集は厳しくなりつつある。農業組合員から特定

技能の求人あり、ベトナムで継続して求人中。介護サービス組合員のベトナムで講習中の実習生は、1月入国済み。服薬指

導を含めた人材として、ミャンマーでの特定技能の求人を開始している。� 《異業種》

●�鉄、非鉄スクラップについては、価格は大きな変更はなかった。相変わらず回収量の減少や人不足の問題継続。古紙は、年

末もあり若干回収量は回復。製紙メーカーの減産で需要は横ばいか少し減退している。� 《リサイクル》
●�冬季の計画休業や工事のために休業する旅館もあり、全体的に客足は少なかった印象です。� 《旅館》 

建設業 �

●�材料の高騰が著しい。現場単価に早く反映されれば少しは上向きになるかも。� 《防水工事》

運輸業 �

●�観光バスの集客人員は前年同月比115％の高い伸びとなった。前月に引き続き、旺盛な観光・インバウンド需要に支えられ

て前年比で大幅な伸びをみせた。高速バスは前年同月比101％と前年同等となった。冬場に入り人流が若干鈍化している

が、前年を上回る実績は継続している。� 《バス》

●�差異はあるが、総体的に運賃は上昇傾向にあるようだ。燃料油価格の高止まりは政策頼みしかない。加えて、ドライバー不足に

伴うトラック台数の減少化により、荷主企業との共存関係を前提に交渉することが重要になっているのではないか。�《トラック》

●�新しい年のスタートは、長期連休明けの大きな混乱もなく比較的落ち着いた荷量での滑り出しとなった。諸物価の高止まり、

人手不足、物流2024年問題への対応、等々、取り巻く環境は継続が予測され、見通しとしては厳しい状況が続く。�《倉庫業》

その他 �

●�1月についても引き続き資金繰りを中心に事業者支援を行った。本業支援についてもビジネスマッチングで有効商談となっ

た先のフォローを順に行った。資金繰り支援及び本業支援の両輪で推進を図る。� 《信用組合》

非製造業
2025年1月分のコメント

景況

景況
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企業と人材を結ぶ
エキスパート

「失業なき労働移動」の実現をめざす出向・移籍（再就職）の専門機関「失業なき労働移動」の実現をめざす出向・移籍（再就職）の専門機関

https://www.sangyokoyo.or.jp/

きっとみつかる
いい人、いい仕事
きっとみつかる
いい人、いい仕事
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2024 年度

職員紹介
組織支援課

形  山　 知  子

　
今
年
２
月
1
日
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の「
１
１
５
系
湘
南
色
」

車
両
が
引
退
し
ま
し
た
。
湘
南
色
は
、
幼
少
時
、
祖
父
母

の
家
に
行
く
時
に
初
め
て
一
人
で
乗
っ
た
思
い
出
深
い

列
車
で
す
。

　
近
年
、
普
通
列
車
は
単
色
が
主
流
と
な
り
、
緑
と
オ
レ

ン
ジ
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
岡
山
地
区
で
は
２
編
成
が
現
役
で
活
躍

し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
同
じ
頃
、
新
幹
線
の
点
検
用
車
両「
ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ

ー
」の
う
ち
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
保
有
車
両
も
ラ
ス
ト
ラ
ン
を

迎
え
ま
し
た
。
半
年
程
前
、
建
物
の
中
か
ら
偶
然
目
に
し

て
か
ら
興
味
を
惹
か
れ
、
情
報
収
集
し
て
い
る
際
に
引
退

す
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
も
保
有
し
て
お

り
、２
０
２
７
年
ま
で
は

両
社
が
共
同
運
行
す
る

よ
う
で
す
。運
行
ダ
イ
ヤ

は
非
公
開
で
す
が
、10
日

に
一
回
程
度
は
運
行
し

て
い
る
そ
う
な
の
で
、今

度
は
直
接
、走
行
し
て
い

る
姿
を
見
た
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

② ④

① ③

selection

平成 28 年 3 月号掲載
別れの季節です。

頼もしい限りです。

当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/
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